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昭
和
五
十
六
年
度
に
お
い
て
は
、
村
民

各
位
の
ご
協
力
と
ご
理
解
の
も
と
に
、

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
新
庁
舎
建

設
事
業
、
同
和
対
策
事
業
を
完
成
さ
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
「
お
よ
そ
カ
ラ
ス
の
鳴
か
な
い

日
は
あ
っ
て
も
、
臨
調
の
記
事
が
新
聞

に
載
ら
な
い
日
は
な
い
。
」
と
言
わ
れ

か
行
革
。
の
嵐
の
中
で
五
十
六
年
度
も

暮
れ
、
こ
の
影
響
が
当
然
昭
和
五
十
七

年
度
に
も
お
よ
ん
で
き
、
本
村
に
お
い

て
も
行
財
政
改
革
に
よ
る
徹
底
的
な
歳

出
削
減
を
中
心
と
し
て
、
財
政
の
健
全

化
を
推
進
す
る
と
い
う
基
本
方
針
の
も

と
に
、
原
則
と
し
て
前
年
度
の
金
額
の

範
囲
内
で
編
成
す
る
ゼ
ロ
ベ

1
ス
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
環
境
の
下
に
お
い
て

も
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
を
図
る

た
め
財
源
の
重
点
的
、
効
率
的
活
用
を

わカ込

図
り
な
が
ら
公
共
投
資
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
本
村
の
財
政
状
況
、
一

J

公
債
比
率
の
状
況
等
か
ら
大
幅
な
地
方
一
語
¢

単
独
事
業
の
拡
充
は
望
め
ず
、
本
年
度
一
ー
ロ
叫

に
お
い
て
は
公
共
事
業
の
大
巾
な
減
額
一
幡
仲

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
の

今
後
、
国
の
各
種
補
助
制
度
を
地
域
一
=
一
自

の
需
要
に
即
応
す
る
よ
う
自
主
的
か
っ
一
会

選
択
的
に
活
用
し
、
地
域
の
実
態
に
即
一
保
即

し
た
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
一
一

行
く
方
針
で
す
の
で
村
民
の
格
段
の
ご
一

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
主
け
ま
一

す
。
な
お
、
一
般
会
計
に
お
け
る
投
資
一

事
業
は
、
二
五
三
、
四
七
七
千
円
で
前

年
度
当
初
予
算
対
比
で
五
七
・
四
%
の

減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

補
正
予
算
で
若
干
の
増
は
期
待
で
き

る
と
し
て
も
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
こ
と
を
村
当
局
、
村
民
と
も

ど
も
認
識
し
対
応
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
く
、
今
後
に
お
い
て
も
各
種
建
設
事
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た
皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す。シ
ン
ボ
ル
マ
l
夕
の
説
明

平
仮
名
の
「
か
わ
べ
」
を
ア
レ
ン
ジ

し
て
全
体
を
構
成
し
、
下
方
の
円
に

よ
つ
て
村
民
の
和
を
、
さ
ら
に
上
級
の

翼
で
将
来
の
飛
躍
を
願
い
、
両
者
の
調

和
を
も
つ
て
美
し
い
郷
土

p

か
わ
べ
8

を
表
現
し
た
も
の
。

新
し
く
栂
章
き
ま
る

(1) 

こ
の
ほ
ど
、
立
村
三
十
周
年
と
庁
舎

建
設
を
記
念
し
て
、
新
た
に
か
村
章
の

募
集
。
を
行
っ
た
と
こ
ろ
七
十
四
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
を
専
門
家
に
依
頼
し
て
お
こ

な
っ
た
結
果
、
山
本
伸
氏
の
作
品
が
一

席
に
入
賞
し
、
村
章
と
し
て
採
用
が
決

定
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
、
こ
の
シ
ン

ボ
ル
マ

1
ク
が
公
式
に
使
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

作
品
応
募
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

河辺村人口動態

2，063 

1，051 

592 

(S57. 5月1日現在)

数帯

男

女

世

人 -口

業
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
村
民

各
位
の
ご
理
解
を
得
ら
れ
ね
ば
実
施
困

難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
こ
と
ご
理
解
い

た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

今
年
度
は
、
社
会
体
育
を
実
施
し
て

い
く
上
で
拠
点
と
な
る
河
辺
中
学
校
の

夜
間
照
明
施
設
の
改
良
を
実
施
す
べ
く

関
係
上
部
機
関
と
接
衝
し
て
お
り
ま
す

農林業費

153，822 

17.9% 

1，012 

(S55. 10園調)

647 

2，009 

666 

2，368 

(S50. 10園調)

世帯数

人

世帯数

人

口

口

の
で
、
年
度
末
に
は
完
成
の
運
び
と
な

り
ま
す
。

完
成
の
暁
に
は
社
会
体
育
充
実
の
た

め
活
用
い
た
だ
き
、
村
民
の
社
会
教
育

に
寄
与
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

--------57年度当初予算額 56年度当初予算額 上七 較

国民健康保険会計 175，446 173，211 1.3% 

診 療 所 会 計 51，510 48，688 5.8% 

簡易上水道会計 7，597 7，533 0.8% 

計 234，553 229，432 2.2% 
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言
の
社

書
活

書
画

本
年
度
の
活
動
計
画
を
次
の
よ
う
に

た
て
ま
し
た
の
で
、
村
民
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。。
社
会
撃
同
計
画
(
抜
す
い
)

※
基
本
方
針

生
涯
教
育
の
立
場
か
ら
教
育
諸
条
件

の
整
備
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
学
習

の
機
会
を
提
供
し
、
自
主
的
な
文
化
活

動
を
盛
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
住
民

相
互
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
心
の
か
よ

う
郷
土
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

※
重
点
目
標

て
社
会
教
育
推
進
体
制
の
整
備
充
実

二
、
生
涯
学
習
活
動
の
推
進

三
、
文
化
の
振
興
と
文
化
財
の
保
存
活

用

四
、
村
民
す
べ
て
が
取
り
組
む
同
和
教

育
の
推
進

五
、
健
康
づ
く
り
と
社
会
体
育
の
振
興

六
、
社
会
教
育
関
係
団
体
の
育
成
助
長

。
公
民
館
活
動
計
画

※
基
本
方
針

社
会
教
育
基
本
方
針
に
も
と
づ
き
、

9

行
く
川
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、

し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
。
と
は
、

鴨
長
明
の
「
方
丈
記
」
の
一
節
で
す

が
、
本
当
に
世
の
中
の
移
り
変
り
は

光
陰
矢
の
如
し
で
、
私
自
身
、
河
辺

村
を
出
て
早
く
も
=
一
十
年
の
歳
月
が

渇
き
ま
し
た
。
不
思
議
な
も
の
で
、

何
年
た
っ
て
も
河
辺
の
山
や
川
を
な

つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

幼
い
目
、
野
山
を
駆
け
回
わ
っ
た

こ
と
や
川
で
魚
釣
り
に
夢
中
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
、
少
年
時
代
の
思
い
出

の
一
こ
ま
一
こ
ま
と
重
っ
て
い
る
の

で
す
。そ

れ
は
故
郷
を
持
つ
も
の
の
み
の

郷
愁
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
近
、
商
用
で
帰
郷
す
る
こ
と
も

多
い
の
で
す
が
、
故
郷
の
山
や
川
は

黙
っ
て
私
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

行
き
づ
り
の
人
か
ら
み
れ
ば
何
の

変
哲
も
な
い
山
や
川
か
も
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
私
に
と
っ
て
は
大
切
な
「
ふ

る
さ
と
河
辺
」
な
の
で
す
。

松
山
は
平
野
の
中
心
に
お
域
が
あ

り
、
道
後
温
泉
・
石
手
寺
と
名
所
旧

蹟
も
多
く
、
天
災
も
な
く
住
み
よ
い

所
で
す
が
、
年
々
増
加
す
る
人
口
は

愛
媛
県
の
植
民
地
の
観
を
呈
し
、
人

情
も
薄
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

公
民
館
を
拠
点
に
し
な
が
ら
分
館
、
部

落
自
治
公
民
館
の
施
設
を
活
用
し
、
地

域
住
民
に
学
習
の
機
会
を
つ
く
る
と
と

も
に
、
自
主
的
な
活
動
へ
の
参
加
を
奨

励
し
心
の
か
よ
う
地
域
づ
く
り
を
め
ざ

す
活
動
を
展
開
す
る
。

※
重
点
目
標

一
、
あ
い
さ
つ
を
か
わ
そ
う
。

二
、
時
間
を
守
ろ
う
。

一
二
、
も
の
を
大
切
に
し
よ
う

0

0
青
少
年
対
象

青
少
年
の
社
会
教
育
活
動
へ
の
参
加

を
促
進
し
、
子
ど
も
会
や
青
年
団
体
の

指
導
者
養
成
に
つ
と
め
る
。

mw
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

川
青
年
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

。
婦
人
対
象

婦
人
の
主
体
性
を
高
め
る
学
習
活
動

を
通
じ
て
、
婦
人
団
体
の
指
導
者
養

成
に
つ
と
め
る
。

肘
幼
児
家
庭
教
育
講
座

仰
い
ょ
っ
子
広
場
事
業

例
婦
人
学
級
の
開
設

同
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

そ
の
点
、
わ
が
故
郷
は
大
洲
藩
独

得
の
語
尾
を
長
く
引
く
な
ま
り
か
ら

始
ま
り
、
村
由
喜
び
も
悲
し
み
事
も

一
緒
に
な
っ
て
行
い
、
す
べ
て
が
家

族
か
親
せ
き
の
よ
う
な
付
き
合
い
で

す。
こ
の
心
の
ふ
れ
合
い
は
、
大
都
市

に
は
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
こ
と
で
あ

ふる さとに望む

松山市

今城

り
す
ば
ら
し
い
ふ
る
さ
と
だ
と
思
い

ま
す
。今

、
誰
も
が
感
じ
る
こ
と
は
、
物

質
文
明
の
世
の
中
に
あ
っ
て
汐
心
の

飢
餓
感
。
で
す
。
衣
食
住
足
り
て
も

心
貧
し
け
れ
ば
本
当
の
幸
せ
は
得
ら

れ
な
い
で
し
ょ
う
。

仕
事
に
忙
殺
さ
れ
る
毎
日
で
あ
っ

て
も
草
花
に
目
を
と
め
、
小
鳥
の
さ

。
成
人
・
高
齢
者
対
象

集
会
所
単
位
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
活
動

を
通
じ
、
積
極
的
に
学
習
へ
の
参
加

を
促
進
す
る
。

日
山
愛
護
一
班
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

的
地
区
交
流
講
座

例
高
齢
者
運
動
会

伺
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

。
文
作
活
動

各
種
資
料
の
収
集
・
保
存
・
展
示
を

行
い
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
再
確
認

す
る
と
と
も
に
、
自
主
的
な
文
化
活

動
の
育
成
助
長
に
つ
と
め
る
。

開
館
報
の
発
行

川
県
立
図
書
館
移
動
文
庫
(
い
よ
じ

号
)
の
活
用

例
親
子
文
庫
の
巡
回

伺
文
化
祭
・
各
種
展
示
会
の
開
催

同
文
化
グ
ル
ー
プ
の
育
成
助
長

倒
民
俗
資
料
の
整
備
充
実

伺
郷
土
芸
能
の
保
存
伝
承

。
同
和
教
育

国
民
的
課
題
で
あ
る
同
和
問
題
を
正

し
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、
差
別
の

守

え
ず
り
に
耳
を
傾
け
る
心
の
豊
か
さ

を
失
い
た
く
な
い
も
の
で
す
。

ふ
る
さ
と
の
野
山
に
は
新
緑
が
芽

ぶ
き
、
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
は
メ
ダ

カ
が
泳
い
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

美
し
い
自
然
を
想
像
す
る
だ
け
で
心

安
ま
る
想
い
が
し
ま
す
。

ど
う
か
、
わ
が
ふ
る
さ
と
河
辺
村

の
行
政
に
た
ず
さ
わ
っ
て
お
ら
れ
る

方
、
公
民
館
活
動
を
通
じ
て
ご
指
導

く
だ
さ
る
方
、
い
つ
ま
で
も
河
辺
の

よ
き
伝
統
を
大
切
に
育
て
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

河
辺
か
ら
松
山
へ
多
く
の
人
が
転

出
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
住

所
氏
名
等
が
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
せ

ん
の
で
、
公
民
館
の
お
力
添
え
で
住

所
録
を
作
っ
て
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
?

同
じ
ふ
る
さ
と
を
持
つ
者
同
志
の

連
帯
感
も
で
き
、
河
辺
と
松
山
の
パ

イ
プ
も
太
く
な
り
一
段
と
郷
土
愛
が

深
ま
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

。
ふ
る
さ
と
の
山
に
向
い
て

い
う
こ
と
な
し

ふ
る
さ
と
の
山
は

あ
り
が
た
き
か
な
4

啄
木

現
実
か
ら
深
く
学
び
、
家
庭
・
学
校
・

社
会
の
連
携
を
密
に
し
た
学
習
活
動

を
通
じ
て
、
す
べ
て
の
村
民
が
取
り

く
む
同
和
教
育
を
展
開
す
る
。

日
山
学
級
・
講
座
で
の
学
習
会

的
地
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

例
館
報
・
資
料
に
よ
る
啓
も
う

@
社
会
体
育

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

日
常
化
を
進
め
て
、
地
域
連
帯
意
識

づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

的
四
月
5
親
子
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

的
七
月

1
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

例
八
月

1
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

仲
八
月

1
盆
お
ど
り
大
会

同
八
月

1
高
齢
者
運
動
会

同
九
月
1
県
民
体
育
祭
喜
多
郡
大
会

同
十
月

1
村
民
運
覇
会

的
十
二
月

L
早
球
大
会
・
パ
ト
ミ
ン

v

b
ン
大
会

例
随
時

5
ク
ロ
ツ
ケ
l
講
習

仲
随
時

1
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
講
習

エ
ン
ジ
ン
快
調
、
出
発
。

'
パ
ッ
ク
、
前
進
、
百
八
十

ー
し
度
回
転
。
自
転
車
、
ほ
ぽ

、4
6
同
じ
所
。
老
婦
人
。
四
方

け
川
拝
。
ダ
ン
プ
カ
ー
、
今
朝

+n・
前
方
五
台
。
あ
の
子
は
、

何
回
、
よ
く
花
を
持
っ
て
い
る
。

自
分
の
意
志
か
な
、
そ
れ

と
も
、
母
か
だ
れ
か
が
そ

う
さ
せ
て
い
る
の
か
な
。
パ
ラ
の
花
の

あ
る
と
こ
ろ
土
も
ま
た
か
ん
ば
し
、
で
、

人
の
な
に
か
が
わ
か
る
よ
う
な
気
が
す

る
な
あ
。
大
き
な
コ
ン
テ
ナ
車
、
ご
く

ろ
う
さ
ま
。
し
か
し
、
前
方
が
見
え
に

く
い
な
あ
。
こ
の
子
の
学
校
、
今
日
は

遠
足
だ
な
。
赤
い
車
、
速
い
。
お
先
に

ど
う
ぞ
。
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
っ
と
あ
ぶ
な
い
。
わ
た
し
が
、
パ
ッ

ク
し
ま
す
。
お
や
、
追
い
越
し
さ
せ
て

く
れ
る
ん
で
す
ね
。
ど
う
も
あ
り
が
と

う
。
若
葉
、
新
緑
。
あ
の
人
、
こ
の
人
、

あ
の
ナ
ン
バ
ー
、
こ
の
型
、
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
0
0
C
C、
い
い

な。

5
5
0
C
C、
い
い
な
。
あ
っ
、

待
っ
て
も
ら
っ
て
る
。
石
。
き
の
う
と

違
っ
て
い
る
。
日
々
に
新
し
く
だ
。
パ
ッ

ク
し
て
い
た
だ
け
る
ん
で
す
か
、
す
み

一
ま
せ
ん
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。
え
顔
、

一
い
い
な
。
ヵ
l
ブ
ミ
ラ

1
に
写
っ
て
い

一
ま
す
。
シ
ャ
ガ
の
写
真
を
昨
年
は
と
り

一
そ
こ
な
っ
た
。
庁
舎
、
も
う
す
ぐ
で
す

一
ね
。
み
な
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

一
す
。
こ
の
子
、
よ
く
あ
い
さ
つ
を
す
る
。

一
日
本
は
、
に
ほ
ん
か
、
に
っ
ぽ
ん
か
。

一
こ
こ
の
セ
ッ
コ
ク
、
な
く
な
っ
て
し

一
ま
っ
た
と
い
う
。
小
学
校
一
年
生
。
中

一
学
校
一
年
生
。
も
う
す
ぐ
フ
ジ
だ
。
こ

一
こ
は
、
注
意
進
行
。
今
朝
は
オ
1
ト
パ

一
イ
で
す
か
。
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
あ
の
子
、
ま
た
、
花
を
持
っ
て
登
校
し

一
て
い
る
。
じ
よ
う
ず
に
歩
い
て
登
校
し

一
て
よ
。
ア
メ
ノ
ウ
オ
が
、
き
の
う
、
五

一
ひ
き
つ
れ
た
そ
う
だ
二
輪
草
の
次
に
、

一
二
輪
草
を
見
た
い
。
お
は
よ
う
ご
ざ
い

一
ま
す
。
着
い
た
所
、
御
幸
の
橋
。
カ
ヤ

デ
ン
咲
い
た
か
な
。
八
時
。
平
均
時
速

三
十
七
キ
ロ
。
あ
の
お
ば
さ
ん
、
今
日

は
起
き
れ
た
か
な
。

さ
あ
、
や
る
ぞ
。

K 



第 60号 (2) 

。
い
よ
っ
子
広
場
。
を
開
設

四
月
か
ら
幼
稚
園
と
し
て
開
園
し
た

河
辺
、
坂
本
、
北
平
幼
稚
園
で
、
こ
の

ほ
ど
県
教
委
の
指
導
に
よ
り
「
い
ょ
っ

子
広
場
」
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。目

的
は
、
幼
稚
園
P
T
A
の
地
域
活

動
を
促
進
す
る
た
め
、
親
に
学
習
の
機

会
を
つ
く
り
、
親
と
子
の
ふ
れ
合
い
を

深
め
る
中
で
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し

い
幼
児
の
育
成
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

@
河
辺
幼
稚
園

五
月
十
八
日

1
開
講
式
・
講
話
「
幼
稚

園
教
育
の
意
義
」

八

月

六

日
1
奉
仕
活
動

親
子
ゲ

1
ム

十
月
二
十
二
日

1
手

9

つ
く
り
お
や
つ

反
省
会
・
開
講
式

Jえフ
万
一
@
坂
本
幼
稚
園

;
一
五
月
十
五
日

3
開
講
式
・
講
話
「
幼
稚

一

園

教

育

の

役

割

り

」

一
七
月
十
三
日

1
人
工
呼
吸
法
の
講
習

一

奉

仕

作

業

一
十
月
十
五
日

t親
子
ゲ

1
ム
・
反
省
会

開
講
式

カ込

@
北
平
幼
稚
園

五
月
二
十
四
日

i
開
講
式
・
講
話
「
幼

児
期
の
家
庭
教
育
」

七
月
二
十
三
日

1
飯
ご
う
炊
飯
の
実
習

映
画
会

九
月
二
十
二
日

1
手
づ
く
り
お
や
つ

反
省
会
・
開
講
式

。
父
母
の
教
室
。
を
開
設

ぃ
ょ
っ
子
広
場
の
終
了
後
、
引
き
続

い
て
幼
児
期
の
家
庭
教
育
に
つ
い
て
学

習
し
よ
う
と
汐
父
母
の
教
室
。
を
開
設

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

九
月

1
開
講
式

家
庭
教
育
の
あ
り
方

十
月

1
三
世
代
同
居
と
の
か
か
わ
り

十
一
月

5
子
供
の
心
理
発
達
に
つ
い
て

十
二
月

5
親
子
で
折
ゆ
紙
づ
く
り

二
月

5
子
供
の
人
権
を
考
え
る

三
月

3
父
親
の
出
番
に
つ
い
て

開
講
式

。
青
年
学
習
会
。
を
開
設

青
年
の
組
織
が
再
編
さ
れ
て
二
年
目

を
迎
え
、
今
年
度
は
学
習
に
も
目
を
む

け
た
い
と
い
う
意
気
ご
み
が
見
ら
れ
、

河
辺
の
植
物
シ
リ
ー
ズ
( 7) 

「ア

でミF

ナ
Lーー句

昭和 57年 5月 20日発行

去
る
四
月
二
十
二
日
夜
八
時
か
ら
十
時

ま
で
「
郷
土
の
文
化
財
」
を
テ

1
7
に

文
化
財
保
護
委
員
の
名
本
勅
滋
氏
を
講

師
と
し
て
迎
え
、
第
一
回
目
の
学
習
会

が
熱
心
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
五
月
十
八
日
に
は
、
北
平
小
学

校
の
鳴
滝
義
邦
校
長
を
講
師
に
「
三
世

代
家
族
の
親
子
関
係
」
を
討
議
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

。
婦
人
学
級
。
を
開
設

婦
人
学
級
で
は
年
間
六
回
の
学
習
計

画
を
た
て
、
今
年
度
も
開
催
場
所
を
各

分
会
ご
と
に
移
動
し
て
実
施
い
た
し
ま

す。五
月
六
日

3
開
講
式

七
月

S
家
庭
の
消
防
教
室

人
工
呼
吸
法
の
講
習

5
公
害
と
薬
害

r-3
同
和
教
育

料
理
実
習

，
‘
、
青
少
年
の
健
全
育
成

1
反
省
会
・
閏
講
式

八
月

十
一
月

十
二
月

一一月住
民
基
本
台
帳
の

取
扱
い
が
変
わ
る

国
民
の
人
権
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
を
図
る
た
め
に
四
月
一
日
か
ら
、
住

民
基
本
台
帳
等
の
取
り
扱
い
要
領
が
制

定
さ
れ
て
、
県
内
は
同
じ
扱
い
で
実
施

し
て
お
り
ま
す
の
で
請
求
さ
れ
る
と
き

は
充
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(
住
民
基
本
台
帳
と
は
台
帳
、
住
民

票
、
戸
籍
附
票
等
と
い
う
)

付
、
住
民
基
本
台
帳
の
交
付
、
及
ひ
閲

覧
の
請
求
に
は
申
請
書
を
提
出
す
る

こ
と
。

向
、
他
人
が
請
求
す
る
と
き
は
使
用
す

る
理
南
が
必
要
で
す
。

る
こ
の
ほ
ど
愛
媛
県
教
育
委

れ
員
会
で
は
、
派
遣
社
会
教
育

阜

主

事

制

度

に

よ

り

河

辺

村

荷
州
に
、
四
月
一
日
付
で
都
築
豊

ゆ
先
生
(
四
十
一
歳
)
が
勤
務

主
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

教

え

山
咋
今
後
三
年
間
、
河
辺
村
社

酌
刷
会
教
育
の
充
実
強
化
の
た

に
め
、
公
民
館
に
常
勤
し
て
い

胞
た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

圃
四
円

1

t
t
お
気
軽
に
ご
来
館
く
だ
さ
一

回
、
電
話
に
よ
る
住
・
基
台
帳
記
載
事

項
の
照
合
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
。

岡
、
多
数
の
人
を
対
象
に
閲
覧
を
必
要

と
す
る
と
き
は
誓
約
書
が
必
要
で

す。

園
、
他
人
に
頼
ん
で
請
求
す
る
と
き
は

印
鑑
を
一
緒
に
頼
ん
で
く
だ
さ
い
。

新
聞
購
読
勧
誘
に

ご
注
意
を
グ

最
近
、
景
品
の
提
供
や
無
料
紙
を

配
っ
て
、
新
聞
を
売
り
込
も
う
と
す
る

動
き
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
行
為
は
「
不

当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
」
に

よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為

O
景
品
(
物
品
等
)
を
添
え
て
購
読
を

ご
あ
い
さ
つ

都
築
豊
派
遣
社
教
主
事

春
も
深
ま
り
、
皆
様
に
は
ま
す
ま

す
ご
健
勝
の
こ
と
と
、
お
よ
ろ
こ
び

申
し
あ
げ
ま
す
。
私
、
こ
の
度
の
異

動
に
よ
り
河
辺
村
教
育
委
員
会
に
勤

務
を
命
ぜ
ら
れ
過
日
着
任
い
た
し
ま

し
た
。
昨
年
河
辺
中
学
校
に
赴
任
し
、

一
年
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て

も
楽
し
く
、
教
員
生
活
の
中
で
最
高

の
生
活
を
過
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
又
子
供
達
に
教
え
ら
れ
る
こ
と

も
多
く
、
こ
れ
ひ
と
え
に
ご
父
兄
の

学
校
教
育
へ
の
情
熱
の
賜
物
と
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
社
会
教
育
と
い
う
場
は
、
私

に
と
り
ま
し
て
初
め
て
の
職
場
で
あ
一

り
ま
す
が
、
初
心
に
か
え
り
職
員
の
一

方
々
と
最
善
の
努
力
を
い
た
す
所
更

で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
一
層
の
一

ご
指
導
と
ご
鞭
撞
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
と
け
ま

す。勧
誘
す
る
こ
と
。

O
無
料
紙
(
無
代
紙
)
を
配
達
し
て
勧

誘
す
る
こ
と
。

こ
う
し
た
景
品
に
か
か
る
費
用
は
、
巡

り
巡
っ
て
結
局
は
新
聞
の
価
格
を
高
い

も
の
に
し
、
購
読
者
で
あ
る
皆
さ
ん
の

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
の
な
い
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

(
公
正
取
引
委
員
会
、
愛
媛
県
)

※
社
会
教
育
委
員
(
五
)

山
内
善
行
、
清
水
マ
サ
子
、

稲
田
秀
一
、
大
森
高
知
、

本
山
清
明

※
公
民
館
運
営
審
議
品
萎
員
一

(
十
七
)
一

山
内
善
行
、
中
野
覚
夫
、
一

芳
我
一
章
、
鳴
滝
義
邦
、
一

大
野
喜
久
雄
、
清
水
マ
サ
一

子
、
稲
田
秀
て
向
井
保
、
一

中
川
稔
徳
、
清
水
孝
、
山
一

本
伸
、
新
田
清
、
松
本
吉
久
、
上
久
一

保
定
夫
、
土
居
敏
、
大
野
め
ぐ
み
、
一

新

滋

子

一

※
文
化
財
罪
護
審
議
会
委
員
(
六
)
一

大
森
高
知
、
名
本
勅
滋
、
吉
野
訂
、
一

梅
木
広
信
、
東
淘
章
、
山
本
伸
一

※

館

報

編

集

委

員

(

四

)

一

名
本
勅
滋
、
角
藤
政
千
代
、
新
滋
子
、
一

久

保

正

憲

一

※

分

館

役

員

一

植

松

分

館

一

分

館

長

l
松

本

久

雄

一

副

分

館

長

|

往

見

和

子

一

坂

本

分

館

一

分

館

長

1
細

井

謙

太

郎

一

副
分
館
長
|
神
山
恵
美
子
一

大

伍

分

館

一

分

館

長

l
松

本

土

口

久

一

副
分
館
長
l

一

北

平

分

館

一

分

館

長

|

山

崎

礼

一

一

副
分
館
長
|
土
居
ミ
ス
エ
一

h
/

※

隼

閉

指

導

委

員

(

回

)

福

岡

上
久
保
守
、
長
岡
盛
光
、
梅
木
良
照
、
一
叫

t

北

地

富

美

雄

一

-

※

青

年

会

議

二

議
長
|
稲
田
秀
一
、
副
|
請
田
竹
男
一
-

胃
同

1

1

.

千

鶴

ヘ

巾

イ

ヅ

雀
)

~今年度の役職員紹介~

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

世
に
あ
ら
ば
大
学
生
と
な
る
孫
の

墓
に
詣
で
て
話
す
す
べ
な
し

金
婚
は
窒
吾
こ
も
ご
も
を
カ
プ
セ
ル
に

老
い
た
る
日
々
は
歳
月
の
如
く

糊
固
き
白
衣
さ
ば
き
で
看
護
婦
の

渇
き
ゆ
く
廊
下
に
菊
の
香
匂
う

遠
き
日
の
別
れ
し
想
い
夏
草
の

茂
れ
る
無
人
駅
に
今
よ
み
が
え
る

時
な
ら
ぬ
雪
に
み
ま
わ
れ
葉
煙
草
の

キ
ャ
ッ
プ
直
し
て
今
日
も
暮
れ
ゆ
く

父
母
の
保
護
に
恵
ま
れ
て
九
年
間

義
務
教
育
を
無
事
に
終
え
た
り

願
ほ
ど
き
亡
夫
の
位
牌
に
語
り
つ
つ

桜
吹
雪
の
参
道
を
行
く

二
人
目
の
孫
の
生
ま
る
る
予
定
日
を

数
日
渇
き
し
落
っ
か
ぬ
日
々

先
行
き
は
不
安
な
れ
ど
も
今
日
も
ま
た

妻
と
二
人
で
植
菌
を
す
る

馴
れ
や
ら
ぬ
下
宿
生
活
い
か
に
や
と

親
心
わ
く
学
び
ゆ
く
娘
に

ゆ
く
春
に
八
重
の
桜
は
ハ
ラ
ハ
ラ
と

吾
が
目
に
淡
く
た
そ
が
る
る
庭

落
ち
椿
因
果
含
め
て
ほ
ほ
に
愛
で

巡
り
来
る
節
咲
き
誇
り
ゃ
と

河
辺
村
で
は
差
別
し
な
い
、
差
別

さ
れ
な
い
、
差
別
に
く
じ
け
な
い
教

育
の
徹
底
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
同
和
問
題
の
学
習
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
正
し
く
知
っ
て
い
た

だ
き
、
間
違
っ
た
考
え
方
の
人
と
出

合
っ
た
ら
正
し
く
教
育
し
て
い
た
だ

い
て
、
差
別
の
な
い
明
る
く
住
み
よ

い
郷
土
づ
く
り
の
た
め
に
ご
協
力
下

さ
い
。

一
母
同
和
問
題
と
は
、
ど
う
い
う
こ

と
で
す
か
。

⑧
日
本
社
会
の
歴
史
的
発
展
の

途
中
で
つ
く
ら
れ
、
身
分
制
度

の
し
く
み
に
よ
っ
て
つ
く
り
出

さ
れ
た
差
別
で
あ
り
、
国
民
の

一
部
の
人
々
が
経
済
的
、
社
会

的
、
文
化
的
に
低
い
状
態
に
お

か
れ
、
そ
の
人
達
の
国
民
と
し

(9) 

て
の
権
利
や
自
由
が
侵
さ
れ
て

い
る
事
を
一
言
い
ま
す
。
言
い
か

え
る
と
職
業
選
択
の
自
由
、
教

育
の
機
会
均
等
を
保
障
さ
れ
る

権
利
、
居
住
お
よ
び
移
転
の
自

由
、
結
婚
の
自
由
な
ど
の
権
利

と
自
由
が
完
全
に
保
障
さ
れ
て

い
な
い
差
別
を
い
い
ま
す
。

母
同
和
教
育
と
は
、
ど
の
よ
う
な

教
育
で
す
か
。

⑧
憲
法
に
ひ
と
り
ひ
と
り
の
自

由
平
等
の
権
利
が
認
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
現
実
に
一
部
の

住
民
が
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
差
別

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
の
差
別
を
な
く
す
る
た
め
の

教
育
を
同
和
教
育
と
い
い
ま

す。即
ち
、
お
互
い
に
差
別
し
な
い
、

車
貞
道

人
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
似
た
そ
の
姿

の
パ
タ
l
臭
さ
か
ら
、
他
国
者
と
間
違

う
程
で
あ
る
が
、
生
粋
の
日
本
産
で
あ

ア
マ
ナ
は
、
河
辺
の
日
当
た
り
の
よ
る
。
世
界
共
通
の
学
名
(
ラ
テ
ン
語
)

ぃ
、
田
の
あ
ぜ
や
土
手
な
ど
に
自
生
し
を
ア
マ
ナ
、
エ
ズ
リ
ス
と
言
い
、
和
名

て
い
る
ユ
リ
科
の
多
年
草
で
あ
る
。
が
そ
の
ま
ま
属
名
と
な
っ
て
い
る
。
ェ

春
さ
き
、
白
色
に
紫
色
の
線
条
の
あ
ズ
リ
ス
と
は
、
「
食
用
」
と
言
う
意
味
で
、

る
美
し
い
花
を
つ
け
る
。
は
じ
め
て
の
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
に
似
た
り
ん
茎
は
、
良
質
.

の
で
ん
粉
を
含
み
、
甘
味
が
あ
る
。

F

越
後
の
山
村
で
は
、
ヨ
ゴ
と
呼
び
鳥

u
晶
子
料
理
の
煮
つ
け
に
、
必
ず
つ
き
合
わ
せ

鳴
謝
る
風
習
が
あ
る
。
漢
法
で
は
山
慈
姑
(
サ

ア
ン
ジ
コ
)
と
言
い
、
滋
養
強
壮
に
用
い

る
。
乾
燥
し
た
り
ん
茎
の
ア
マ
ナ
酒
は
、

薬
効
速
や
か
な
り
と
言
う
。
(
東
)

和
気

文
江

関
井
恵
美
子

戸
田

薫
明

清
水

菊
江

小
川
真
由
美

上
林
ヨ
シ
子

久
保

久
栄

I育
オt

孝

づ、
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楽
栄

主
文
江

田
辺

照
イーt

差
別
さ
れ
な
い
、
差
別
に
く
じ

け
な
い
人
聞
を
つ
く
る
教
育
で

す。

骨
身
分
制
度
の
し
く
み
は
、
ど
ん

な
に
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ

旨つ。
⑧
古
く
か
ら
い
い
伝
え
ら
れ
た

身
分
制
の
呼
称
に
は
、
士
農
工

商
、
エ
夕
、
非
人
の
六
階
層
の

区
分
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
制
度
は

民
衆
同
志
に
相
互
に
「
ね
た
み

あ
い
」
「
そ
し
り
あ
い
」
を
さ
せ

て
、
武
士
階
級
に
対
す
る
反
感

や
怒
り
を
は
ぐ
ら
か
す
こ
と
に

役
立
て
よ
う
と
し
た
も
の
で

す。い
か
に
封
建
的
な
し
く
み
に

よ
っ
て
国
民
の
一
致
団
結
を
恐

れ
て
、
国
民
の
分
裂
支
配
を
し

て
い
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

(
出
生
)
お
め
で
と
、
っ
ご
ざ
い
ま
す

稲

谷

父

好

常

城

戸

脇

美

穂

寺

薮

万

福

男

武

田

恵

子

万

万

福

男

武

田

幸

子

川

上

H
H

富
雄
上
野
陽
司

榎

刀

秀

則

栄

野

勝

啓

下

大

成

万

博

文

和

気

洋

日

除

万

豊

樹

藤

田

泰

樹

(
結
婚
)
末
な
が
く
お
幸
せ
に

「
石
井
美
和
子
(
竹
の
瀬
)

「
宮
崎
憲
二
(
唐
津
市
)

「
木
村
高
寿
(
宮
谷
)

「
高
木
ツ
ル
子
(
宮
谷
)

「
稲
田
靖
二
(
=
一
久
保
)

戸
宇
和
田
日
出
子
(
小
田
町
)

「
大
見
一
美
(
松
山
市
)

(
松
林
久
美
子
(
植
松
)

(
死
亡
)
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

赤
ケ
滝
久
保
安
太
郎
(
六
八
歳
)

日
其
川
寿
野
兼
太
郎
(
九
八
歳
)

横

山

森

太

六

(

七

九

歳

)

寺

薮

武

田

幸

子

(

O歳
)

用
の
山
山
本
タ
ヨ
(
八
三
歳
)

横

山

梶

本

春

繁

(

七

六

歳

)

百
合
谷
中
村
惣
太
郎
(
八
八
歳
)

熊
の
坂
中
山
カ
メ
ヨ
(
九
二
歳
)

中
居
片
山
イ
ワ
ノ
(
七
八
歳
)

消

息

(
至
日
・

5
一川


